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表1電 子ジャーナルによる検索結果
は じ め に
生 殖補 助 医療技 術 の進 歩 は 目覚 ま しく,特 に
IVF-ET(体外受精一胚移植)やICSI(顕微受精)
は近年急速に普及してお り,今 日では不妊治療後の妊
婦 に出会 うことも珍 しくない。 しか し,長期にわたる













































Infertilityを除 い た 合 計 iza
過去10年間(1997-2007年)の文献 を医学巾央雑誌
で不妊治療後 ・妊産婦 ・心理 ・親子関係 ・看護の5つ
の キー ワー ドを川い て検索 し,累 計109の文献 を抽 出
した(表 の 。 その 中で,重 複 を除 いた研 究論文 を中
心 とした文献 か ら,本 邦 にお ける不妊治療後の妊産婦
と家族 の心理や それに対す る助産 ・看護ケ アについて
調 査 した15の原 著 を抽 出 した。 また,Pubmedから
infertilitypregnancyparentingrelationship
nursingの5つのキー ワー ドを用 いて過去10年間分 を
検索 し,累 計123の文献 の中か ら同様 の手順で9の 原
著 を抽 出 した。 これ らより文献が扱 ってい る 目的 ・方
京 都 大 学 大 学 院 医学 研 究 科 人間 健 康 科 学 系 専 攻 看 護 科 学 コー
ス 家族 看 護 学 講 座




法 ・結果 を分類 し,研究成果か ら不妊治療後の妊産婦
と家族の心理的問題の特性を分析 した。
結 果
不 妊 治療後 妊産婦 とそ の家族 に関す る24の文献 を
「不妊 治療後妊 産婦 の心理 的特性 」,「不 妊治療後 の父
親 の心理 的特性」,「不妊治療後の夫婦 ・親子関係」 に
分類 し,表2,3に まとめ た。以下,不 妊治療後 妊産




不安 は全 ての時期 にお いて不妊治療群が高い傾向 に
あ った3,7)。不安の時期的変化 は,「不妊治療群の妊娠
中期 に高 く有 意差 が 見 られ た」1〕とい う報告 の一 方
で,「妊娠 初期 に高 く,中 期 に低下 し,末 期 に再 度高
くなった」4),「妊 娠進 行 に伴 う不安 の減少 が示 され
た」li)とい う報告があ り一致 していない。
不 安 内容 は不 妊 治療群 と自然妊娠 群 に差 はなか っ
たりが,両 群 ともに妊娠初期 ・中期 は新生児 の健康,
胎児 の発育,分 娩 の予想,末 期 は新生児の健康,分 娩
の予想,産 後 の育児1,3,7,9J,産後 は今後の育児,新 生
児 の発育,退 院後 の生活,夫 との関係 に関す る もので
あ った刀。不 妊 治療 群 に特 有の 内容 と して,「不妊 治




著者(年) H的 方 法 結 果























































対 象1不 妊 治 療(タ イ ミ ン グ法,注
射,人 工 授 精,IVF-ET;後
妊 婦19名と 自然 妊娠 妊 婦37名
内 容1抑 うつ 状 態,対 児 感 情
方 法r自 己 評 価 式 抑 う つ 性 尺 度
(SDS),花沢 の 対 児 感 情 評 定
尺 度
















































































































森 他=不 妊治療後の妊産婦とその家族に関する文献 レビューと今後の研究の方向性







対 象=H県 下 の 病 院 にお け る 不妊 治
療 後 妊 婦22名,自 然 妊 娠妊 婦
38名
内 容=抑 うつ状 態,不 安
方 法:自 己 評 価 式 抑 う つ 性 尺 度
(SDS),SteinのMaternity
Bluesの調 査 表
時 期:妊 娠 初 期(15週 未 満),中 期
(16…27週),末期(28-39




































































































































































































対 象=IVF後 の 初 産 婦65名 と 自然
妊 娠 の 初 産 婦61名
内 容:母 子 関 係
方 法:半 構 成 式 イ ン タ ビュ ー と 自記
式 質 問 紙(12ヶ 月 児 の 愛着 に
関 す る 評 価:theStrange
Situationprocedure,.母子 関
係 の 評 価;thcEmotional
AvailabilityScales)



























































対 象:不 妊 治 療 歴 の あ る 女性25名
内 容:抑 う つ 状 態,社 会 的 サ ポ ー
ト,夫 婦 関 係,出 産 前 の期 問
の 認 知,妊 娠 期 の 気 分 の 状
態,自 己 分 離
方 法:自 記 式 質 問 紙(CES-D,
BDI-II,MSS,STSS;



















対 象:南 東 ハ ンガ リー で2004年1月
か ら2006年5月の 間 に 出 産 後
の ケ ア を受 け た 女 性(1,65fi
名)
内 容=産 後 の うつ に対 す る傷 つ きや
す さ
方 法:心 理 学 者 に よ るイ ン タ ビュ ー
に 基 づ い た 無 記 名 の 質 問 紙
(Levermnquestionire)




















対 象;IVF後 妊 婦56名 と コ ン ト
ロー ル群41名
内 容=愛 着 度,個 性,夫 婦 関 係,不
安,抑 うつ 状態










係,年 齢,ア ンビバ レンスな感情と分離である。
一7a一
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た」s/,「ず っ と不安 な状 態の根底 には,不 妊 治療 を し
ていた ことが あった」5〕が見 られた。.般 不安 は妊 娠
期,産褥期 と もに個 人の特性 を表 してお り,不 妊症既
往 を持 つ者 の心理的特徴 は示 されてい ない1,8;。
2)才印うつa犬態
「不妊治療 の有無 や不 妊治療歴 で抑 うつ状態 に差は
なか った」9_lilR;とい う報告 と,「5年 以 上の不妊 治
療群 に抑 うつ状態 の発現 頻度が高 くなってい た」z;と
い う報告が 見 られた。 また,以 前 に不妊治療経験 のあ
る母親 は不妊 治療 の過程 で重要 な関係 に関わ る障 害
(喪失体験 な ど)を 繰 り返 し経験 してお り,そ れが う
つ状 態 を引 き起 こす要 因 となっている12〕との見解 も
見 られた。
抑 うつ状 態 の 時 期 的 変 化 は 「各期 に 差 は なか っ
た」15」力 とい う報告 が あ る一 方 で,「妊 娠 初期 が 中
期 ・末期 ・産後5日 目に比 し高い傾向 を示 した」力 と
い う報告 も見 られた。分娩経験別で は初産婦 に抑 うつ
傾 向 にあ る割合が高か ったs.is;。さらに,望 まない妊
娠 や好 ましくない妊娠経過であ った場合 に,産 後の う
つ に対す る傷 つ きやす さが高 かった13)との報告 が見
られた。
3)自 己受容性 ・自尊感情 ・.母性意識
「妊娠 した こ とで身体的 自己に集中 してお り,胎 児
に関 しての思 いはあるが,出 産後の新た な母親像の イ
メー ジ化 にまで至 っていなかった」5),「不妊症 である
とい う自分 の身体 に対す る不毛感 を もち円滑な育児が
で きてい ない者が いた」8},「母親 と しての自己の知覚
は全事例 に.見られたが,同 時 に否定的 な母親 と しての
自己の知覚 を持つ ものが い た」IDとい う報 告が見 ら
れた。不妊治療群 の 自己受容1生の時期的変化は,妊 娠
初期 に低 く,中 期 に高 く,末 期 に再度低 くなったが,
各 時期 間 に有意差 は見 られ なか った,;。また,中 期 の
特性不安 と自己受容性 には負の相関が認め られ,不 安
が高 い と自己受容性 は低下 し,不 安が低い と自己受容
性 が高 まる ことが示 され た4)。
自尊感情 は,「不 妊治療 群は妊娠 した ことによ り自
尊 感情 が高 まっている」5〕,「妊娠進行 に伴 い 自尊感情
の上 昇が見 られた」13;とい う報告 があ る一方 で,「不
妊 治療 群 は自尊感情 を低 く見 ている傾向が あった」?3;
とい う報告 も認 め られた。不妊治療群の 自尊感情の時
期 的変化 は妊娠初期 ・中期 は自然妊娠群 と同様であ っ
だ5〕 とあるが,時 期的変化 を扱 ってい る文献 は1文
献 のみであった。
母性 意識 は,「不 妊治療 群の肯定 的な母性意識 は,
妊娠期 では 自然妊娠群 より低か ったが,産 後1ヶ 月 に
は上 昇 し自然 妊娠群 との差は な くなった」13)と,「両
群 に差 はなかった」20〕とする報告が見 られた。 また,









見られた。一方,不 妊治療群で 「回避得点 と拮抗指数
が各期 において低かった」6;,あるいは 「接近感情,
回避感情 は低 く,拮抗指数 は各期 において高かっ
た」19)という報告 も見られた。







着形成 に関する重大な要因は夫婦関係,年 齢,ア ンビ
バ レンスな感情 と個人的な特性の分離である」14'と
の報告が見られた。また,「不妊治療後に出生 した子
どもは主に.母親 と安定 した愛着関係を表 してお り,自
然妊娠群の母子間の愛着関係 と有意差は見 られなかっ




産後にも児の気質や行動の困難 さを感 じてお り,それ
らは安定 した愛着関係や最適な母子相互作用の形成に
















































































対 象:ス ウ ェー デ ンの大 学 病 院 の不
妊 セ ン タ ー で 治 療 を 受 け た
IVF群ios組,コ ン トロ ー ル
ioa組の 夫 婦
内 容=夫 婦 関 係,児 の健 康状 態 ・気
質 ・行 動
方 法:質 問 紙(ENRICH,幼 児行 動
質 問 紙 な ど),半 構 成 式 電 話
イ ン タ ビュ ー


















対 象IIVF群65組 の 夫 婦 と コ ン ト
ロー ル群61組の 夫 婦
内 容;親 の ・・般 的 な報 告 と親 子 関係
の 特 殊 な 適 応 と態 度
方 法=質 問 紙 〔GES-D,EPDS,
STAI等)と 半 構 成 式 イ ン タ
ビ ュー

































告 も見 られてお り一致 してい ない。
2)親 子 関係
「不妊治療後 の子 どもは 自然妊娠 出産後の子 どもと
比較 して,よ り標準的 な,敏 感 な,扱 いやすい子 ども
で ある と両親 か ら評価 されて い る」227との報告 の・・
方で,「不妊治療 群 は有 意 に自分 の子 どもを傷 つ きや
す い,特 別 な対 象 と して捉 え てい た」zrとい う報 告
が あ り,不 妊治療 後 の子 ど もに対 す る親 の評 価 は異
な っていた。親子関係 は 「不妊治療後の母親 ・父親は
共 に,子 育 てに対す る一般的 な適応や特性 を持つ とい
う点 で 自然 妊娠群 の両 親 と同 じであ った」28,,「不 妊
治療 の有無 で親子 の相互関係(初 期の親子関係)に 差






































































































が見 られた ことか ら,不 妊治療群の不安 に着 目する こ
とは有用 である と考 え られ る。不妊治療群の不安の時
期 的変化 では,初 期 に高 く,中 期 に低下 し,末 期 に再
度 高 くなってい だ切 。一般 に妊婦 の精神状態 は,妊
娠初期が最 も抑 うつ状qe神 経症状態 にあ り,中 期 に
入る と比較 的安定化 し,末 期 に再 び情緒的 に不安定 に
なる ことが報告 されているため,こ の結果か らは不 妊
治療群 において も一般妊婦対象の研究 とほぼ同 じ傾向
を示 している と考 え られ た。 しか し,い くつかの研 究
において異 なった結 果が示 されてい るI」5)ことか ら,
不安 の時期 的変化 は さらなる調査が必要であ る。
不安 内容 は不妊治療群で新生児の健康,胎 児発育,
分 娩 の予想,産 後の育 児 に関す る不 安 が高 い傾 向 に
あ った1蕗7訓。初期 には流産の危険や胎児異常な どの
心 配が ある1,211。〕ため,安 定期 に入る までの不安 が特
に強 くなっている と考 え られ た。 また,末 期 には 目前
に迫 った分娩 の予想や生 まれて くる児の健康状態 につ
いて不安 が集中 していた1,2:と考 え られ,妊 娠期 は初
期 と末期 に重点 を置 き,そ れぞれの不安の内容 を十分
にアセス メン トした上でサ ポー トす るこ とが大切であ
る。 また,産 褥期 にお ける不安 は,妊 娠期 と比較 して
も.・般不安得点 に差が なか ったこ とか ら,個 人 に特有
な ものであ る と考 え られた8〕。不妊治療群 の母 親の不
安 内容 は,今 後 の育児,新 生児の発育,退 院後の生活
な どが高 くなっていたが,自 然妊娠群.の.母親 との差は
見 られ なか った力ため,産 褥期 は不妊治療経験 の有無
ではな く,個 々のニーズ に沿 って対応す るこ とが望 ま
れ る。
2)抑 うつ1犬態
抑 うつ状態 は不妊治療経験の有無 に影ginされ ない と
い う報告 ㍉6・IS・181が多か ったが,不 妊治療後 の母 親で
うつ傾 向 を示 す者が多いti,lti:のは,妊 娠 中か らの母親
になる準備 の遅 れや,身 近 な役割モデルが少 ない こと
か ら初 めての育児や 自分 自身に対 して 自信が持てない
ため と思 われる。 また,抑 うつ状態 は,以 前 に不妊治
療経験 のある母親 にお いて不妊治療の過程で繰 り返 し
経験 してい る喪失体験 が要 因 とな っているiz;との見
解 もある ことか ら,不 妊治療経験 を肯定的 に受け止め
られる ような関わ りが重要 と考 え られ る。
また,不 妊治療群で産後の抑 うつ状態出現頻度が 自
然妊娠 群の母親 に比べ て高 くなってい た7'囲ことは,
待望 の児 を手 に入 れる ことがで きた嬉 しさ と,貴 重児
ゆ えに子 どもに対す る過重 な責任感が生み出すス トレ
ス に加 え,瓜 い通 りにな らない育児の困難 さに直面 し
て,今 後 の育児へ の不安 とで揺れ動いてい る心理の現
れである と推察 される。 さらに,好 ま しくない妊娠経
過 で あった場 合 に産 後の うつ傾 向が高 かっ た13)との
報告 を踏 まえ,不 妊治療後であ るこ とに加 えて,そ の
後の妊娠 ・産褥経過や夫婦 ・家族関係 な どを考慮 した
関わ りを心が ける ことに よって産後 うつ病の予防 に努
め ることが大切 である。
3)自 己受容性 ・自尊感情 ・母性意識
自己受容性 や 自尊感情 は不妊治療経験の影響 を受け
ていたが 自然妊娠群 との差 はな く,時 期的変化で一致
一81
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した報告 は得 られなかった4,5,15,23/。これまでの研 究
で 「不妊治療後 の産褥早期の母親 は,母 親役割行動 に
関す る能力 を低 く評価 し,自 尊感情や 自己信頼感が低
.ドしてい る場 合が あ る」川,「 長期 にわた る不 妊治療
経験 に よって 自尊 感情が低 下 してい る場 合 には,妊
娠 ・出産 を経 て もす ぐには回復 しない」zs;とあ り,
母親 になる ことに否定的あ るい は両価的 な知覚 を持つ
者 が見 られた ことか ら,不 妊治療群で は自己像の受容
プロセスが障害 を受 ける可能性があ り,母 親への適応
に困難 を要す る ことが推察 され た。それは不妊である
ことが 自己のアイデ ンテ ィテ ィの中心 になっている こ
とや,ART(生 殖補 助医療 技術)に よる妊娠 は不 妊
その もの を治す もので はない こ とか ら,妊 娠 ・出産 を
経 て もなお 自分 は不妊であ る と感 じ,新 しい アイデ ン
テ ィテ ィが なかなか獲得 され ないため と考 えられる。
したが って,不 妊治療群 に対 して は妊娠初期か ら本人
が不妊治療経験 を肯定的 な もの として受け止め られる
ようにカウンセ リングを行 うな どして支援 してい くこ
とが望 ましい と考 え られ る。
また,不 安 と自己受容性 に負の相関が見 られ た引こ
とか ら,不 安 に対す る精神的援助が 自己受容性や 自尊
感情 を高 めるために も有効であ る と考 え られ るが,調
査対象が5-25名 と少 ない こ とか ら,結 果の信頼性 ・
k当 性 を高 めるために も,さ らに標本 を増や して調査
する ことが望 ましい と思 われ る。
4)対 児感情 ・児への愛着度
母性意識,対 児感情 に不妊治療経験 は影響 してお ら
ず,時 期 的変 化 は各 期 にお い て両 群 に差 は なかっ
た3,1:5,20;が,不妊治療群で は対児感情の変化 に個人の
不安 や精神状態が関係 してい たこ とや,末 期の妊婦で
胎児へ の関心 よりも自身の安全願望か ら対児感情が低
下 す る可能性 が示 された3〕こ とか ら,不 安 との関連や
その不安 内容 につ いて さらに詳 しく調査す ることが必
要 である。
また,不 妊治療後 に出生 した子 どもは主 に母親 と安
定 した愛着 関係 を表 してお り囲,母 親の愛 着度 の低
さや愛 着形 成 の遅れ な ど も顕著 で はなか った。 しか
し,不 妊治療群 の場合,ハ イ リス ク分娩 によって児の
NICU入 院や産褥早 期 の母子分 離 につ ながる こ とも
少な くない ことや,母 体の産褥経過 によっては疲労や
身体 的痙痛が原 因 となって子 どもに向け る関心が低 く
な る こと もあ る26)ため,分 娩 ・産褥経 過 に よっては
母児 間の愛着形成 に向 けて個別性 を踏 まえた援助 を行
う必要が ある。
さらに,妊 娠期 に胎児 に困難 さを感 じる母親ほ ど,
産後 にも児 の気質や行動の1木[難さを感 じてお り,そ れ
らが安定 した愛着関係や最適 な母子相互作用の形成 に
関係 す るlh)ことか ら,不 妊 治療群 に対 して母親 と し
ての 自己受容 と関連 させ て,妊 娠期か ら愛着形成促進
に向けた援助 を行 う必要性が示唆 された。
2.不妊治療後の夫婦 ・親子関係
不妊治療後の父親の児への愛着度で.教 した報告は
得 られなかったxo,v/が,親の児 に対す る愛着が深
まっていくためには児 との コミュニケーションが不可
欠であ り,妊娠期に児 との接点がない父親は出生後に


















らは不妊治療 後の子 どもを扱 いやすい と捉 えてい
る22)_方で,傷 つきやすく,弱い対象であると捉z,
慎重 に育児 を行い,児 に対 して過保護 ・過干渉になる























育 児期 にかけての継続 した教育 プログラムの確 立 をn
標 に,教 育 ・指導 ・社会的支援 プログラムの実践 ・評
価 を行 い,そ の有効性 について調査す る。
4.質 問紙調査や面接調査 とい った主観的評価 を用
い た調査 に加 え,不 妊治 療後 の妊 産婦 と夫(パ ー ト
ナー)の 心 理的 ス トレス を客観 的指標(コ ル チ ゾー
ル,ク ロモ グラニ ンAな どの血液 ・唾液中のホルモ ン
濃度 の測定 な ど)を 用い て調査す る。
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